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肺 空 洞 の 病 態 生 理 に 関 す る 研 究

とくに空洞肺組織の化学組成(燐 分画)を 中心とす る考察

そ の1臨 床 例 に つ い て

西 沢 憲 勝

日大医学部萩原内科教室(指 導 萩原忠文教授)

受 付　昭 和38年8月23日

I　緒 言

肺空洞に関 してはすでにす ぐれた多 くの業績があ る。

元 来肺はガ ス交換のみな らず,と くに病態肺組織では疾

病 の進展あ るいは治癒の機構 としての新陳代謝あ るいは

中 間代謝 的関与が考え られ,こ の種の報 告 も必ず しも少

な くないが,な お十分 に開拓 されてはいない。む しろ最

近 の各方面 の基礎 知見の進歩や治療な どの発達 とはあ ま

りにも対 照的 ともいえ よう。 肺の構 造 と機能 とはも とも

と不分離 の もので,こ れに関す る国際 シンポジウム1)も

最 近 もたれ ている。われわれ の教室で は,常 に呼吸運動

などの動 態下 にある生体 内肺空洞 あるいは健常肺組織 の

実態 を各方面 よ り追求 し,す で に多 くの業績を発表2)～5)

して きた。著者 もこれ らの研究の一環 として,有 空洞肺

組 織 の化学面を追求 した。 同様 の立場か ら,す でに教室

の有山9)が 検索 した酵素学的研究に対応 して,切 除肺の

病 巣部のみな らず病巣周囲部お よび健常部の各肺組織に

ついて,酸 溶性燐,燐 脂質,DNAお よびRNAの 各燐i分

画の動態な らびに消長を追求 し,上 記 目的の一端 を明 ら

か に しよ うとした。肺 組織 についての組織 化学 的研究 も

少 な くないが,と くに切除肺の各部組織について,同 時

に各種 の燐 分画を測定 した報 告はほ とんどないo病 態肺

は呼吸機 能のみな らず,当 然 組織の化学面で もい く多の,

また異 なつ た段階 の影響 が生 じうる ことは予想 にかた く

な く,そ の悪化 あるいは治癒機転 に直接,間 接 に関連 し

て いる ことが考 え られ る。種 々の過程 にある 臨 床 結 核

(切除肺)な らびに実験結核(実 験肺)を 対象 とし,そ

の空洞壁,空 洞 周囲部 お よび健常部 の各部肺組織 の燐分

画 をそれ ぞれ 同時 に定 量 し,こ とに これ らの消長 お よび

相対関係 と空洞 の有す る諸性情 との関連性 および抗結核

剤 の影響 その他を追求 し,一 方そ の成因お よび組織形態

像 の全 く異 なる癌肺組織 のそれ とも比較検討 しよ うとし

た。さ らに ウサギ肺 に実験結 核空洞を作成 して同様 に検

索 し,そ の不備 を補足 して,2,3の 知見 を得た。本論文

を2編 に分 け,第1編 は臨床切 除肺 について,ま た第2

編6)は 実験空洞肺(ウ サ ギ)に つついての成績 を報告す

る。ｗ

II　 研 究 方 法

1.　 測定対象:Table1の ご とく,肺 結核切除肺

23例(20～66才),う ち有空洞21例 と肺癌 切 除 肺7例

(46～69才)を 被検対象 と した。

Table 1. Number of Resected Lung

2.　 測 定 組 織:Fig.1の ご と く,有 空 洞 結 核例 で は

Fig. 1. Location of Lung Tissue on

 which Measurement was Made

Kensho NISHIZAWA (Hagihara Clinic, Internal Medicine, Nihon University School of Medicine, 

Tokyo, Japan): Studies on Patho-physiology of Lung Cavity. Investigation on Phosphorus Frac

tion of Lung Tissue in Cavitary Tuberculosis. Part I.-Kekkaku, 39 (1): 23-34, 1964.
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Table 2. Method for Extracting Phosphate Fractions

 (Modified Schmidt Thanhauser Method)

Table 3. Allen's Procedures for Determination of Total Phosphorus

空洞壁,空 洞 周囲部 お よび健常部,ま た無空洞結核例 お

よび肺癌例 では病巣部,病 巣部 周囲お よび健 常部 の各 肺

組織 をそれぞれ切 除直 後に採取 し,酸 溶性燐,燐 脂 質お

よびDNAとRNAと を測定 した。

3.　 測 定 方 法:採 取 した 切 除 肺 の 各 部 新 鮮 組 織 よ り

500mgを 秤 量 し,Schmidt-Thanhauser改 良 法7)

(Table2)で 酸 溶 性 燐,燐 脂 質 お よびDNA,RNAを

抽 出 し,Allen法8)(Table3)で そ の総 燐 を分 光 光 電

光 度計(日 立EPU2型)で 測 定 した 。

III　研 究 成 績

1.　 空洞 のX線 諸性状 との関係

結核 切除肺の うち,有 空洞21例 について測定 値 と 空三

洞 のX線 学的諸性状 との関係を一括す ると,Table4の

ごと くで,以 下の諸項 目について比較検討 した(な お表

の数値 はいず れ も平 均値 であ る)。

1)　 空洞の大 きさ:空 洞の大 きさを大,中,小 の3群 三

に分け,各 群別の平均測定値はTable4の ごと くであ
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Table 4. The Average Amount of Phosphate Fraction in Cases with Different 

Radiological Findings of Tuberculous Cavity

(mg/100 g)

Fig. 2. Phosphate Fraction in Cases with

 Different Radiological Findings of

 Tuberculous Cavity (1)

- Relationship by the size of cavity:-

Fig. 3. Phosphate Fraction in Cases with

 Different Radiological Findings of

 Tuberculous Cavity (2)

- Relationship by the 

thickness of cavity wall-
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る 。 ここでは とくに空 洞の長,短 径 の算術平均値 の0.3

～0.9cmを 小 さい空洞群,2.0cm以 上を大 きい空洞 群

として,こ れ ら大,中,小 空洞群間で結果 を比較 図示す

るとFig.2の ごと くであ る。すなわち酸溶性燐(ASP)

は,空 洞壁 お よび空洞 周囲部組織 で ともに大 きい空洞群

に多 く,健 常部組織 では小 さい空洞 群で多 い。 燐 脂 質

(LP)は,小 さい空洞群 より大 きい空洞群 のほ うが各部

組 織 でいずれ も高値 を示 した が,DNAお よびRNAは

各 部組織 でいずれ も大きい空洞群 で減少 を示 した。

2)　 空洞壁 の厚度:X線 上 の空洞壁厚を3段 階 に分け,

各 群 間の平均測 定値 はTable4の ご とくであるが,さ

らに壁厚3mm以 下(薄 壁 空洞)と6mm以 上(厚 壁

空 洞)と の2群 間で比較す ると,Fig.3の ご とくで,

空洞二壁お よび空洞周囲組織で厚壁空洞群 において酸溶性

燐(ASP)が 多量で ある。燐脂質(LP)は 厚壁 空洞群で

各部 とも著 明に少 な く,両 群 とも洞壁組織 で 少 な い。

DNAは 厚壁群 で各部 ともやや 多いが,RNAは と くに

差異 はなかつた。

3)　 空洞壁の硬度:X線 上空洞壁 を硬化群(学 研分類

上Ka,Kb,Kcお よびKd)と 非硬 化群(Kx,Ky,

IKz)と の2群 別で比較す ると,Table4お よびFig.4

の ごとくで,酸 溶性燐(ASP)は 空洞壁 お よび空洞 周囲

Fig. 4. Phosphate Fraction in Cases with

 Different Radiological Findings of

 Tuberculous Cavity (3)

- Relationship by the 

nature of a cavity wall-

組 織で非硬化群に多 く,健 常部では硬化群で著増 し,燐

脂 質(LP),DNAお よびRNAの 硬 化群 の各部組織部

で減 少がみ られた。

4)　 空洞 周囲病 型:空 洞 の周 囲病 変を学 研分類に準 じ,

基 本型B型 とC型 に2群 別 して比較 した結果 は,Table

Fig. 5. Phosphate Fraction in Cases with

 Different Radiological Findings of

 Tuberculous Cavity (4)

- Differences by the type

 of surrounding lesions-

4お よびFig.5の ご とくである。燐 脂質(LP)はC型

例 で各部組織 で増量 し,B型 例 は各部 とも少ない。酸溶

性燐(ASP),DNAお よびRNAで は と くに大差 は み

られなかつた。

5)　 空洞 周囲病 変の強 度:空 洞 周囲浸潤像 の 強 度 を

Table5の ごと く,-～ ±よ り卅 の4群 に大別 し,各 群

Table 5. Degree of Infiltration

 Surrounding Cavity

の各部燐 分画の平 均測定値はTable4の ごと くであ る

が,便 宜上Table6お よびFig.6の ご と く,(-～

±)群 と(廾 ～卅)群 の強弱2群 間で比較 した。すなわ

ち,酸 溶性燐(ASP)は(廾 ～ 卅)群 では空洞壁>空 洞

周囲>健 常部組織の順で,(-～ ±)群 では(廾 ～ 卅)群

より空洞群 お よび健 常部組織 に多い。燐 脂質(LP)は 各

部組織 で(廾 ～卅)群 が(-～ ±)群 よ り著明に多 く,

DNAは(-～ ±)群 に,ま たRNAは(廾 ～ 卅)群 に

それ ぞれやや 多い結果 を示 した。
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Table 6. Phosphate Fraction in Cases with Different Radiological

 Findings of Tuberculous Cavity (5)

- Relationship by the degree of infiltration surrounding cavity-

(mg/100 g)

Table 7. The Average Amount of Phosphate Fraction in Cases with

 Different Macroscopic Findings of Cavity (1)

(mg/100 g)

Fig. 6. Phosphate Fraction in Cases with

 Different Radiological Findings of

 Tuberculous Cavity (5)

- Relationship by the degree of 

infiltration surrounding cavity-

2.　 空洞の肉眼所見 との関係

有空洞例切除肺21例 について,切 除時の 肉眼 的 所 見.

と各部肺組織 の酸溶性燐(ASP)燐 脂質(LP),DNAお

よびRNAの 各平 均測定値 との関係 はTable7に 一接

した とお りであ る。以下各項 目について比較 した。

1)　 空洞の房型:空 洞の 肉眼的形態の うち,ま ず単房

型 と多房型 とで比較 した。 す な わ ちTable7お よび

Fig.7の ごとく,酸 溶性燐(ASP)は 各部組織 で 単 房

型群 に著明 に多 く,と くに空洞壁に多い。 燐 脂質(LP)

は多房型群に多 く,DNAお よびRNAも 多房型で各部。

組織 に多い。

2)　 空洞 内容(乾 酪物質量):空 洞 内の乾酪物質量の

多寡 に よつて,浄 化,小 量,中 等量 および多量 の4群 に.

分類 して比較 した結果はTable7の ごと くで ある。 さ

らにTable8の ごとく,と くに浄化～小量群 と多量灘

とで比較す るとTable8お よびFig.8の ごと くで あ

る。酸溶性燐(ASP)は 空洞壁 お よび健 常部組織 で浄化.

～小量群で多 く,燐 脂質 ,DNAお よびRNAも ともに

浄 化小量群で明 らかに増量がみ られた。
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Table 8. The Average Amount of Phosphate Fraction in Cases with

 Different Macroscopic Findings of Cavity (2)

- Relationship by the cavity contents (Amount of caseous mass)-

(mg/100 g)

Fig. 7. Phosphate Fraction in Cases with

 Different Macroscopic Findings

 of Cavity (1)

- Relationship by the 

locular type of cavity-

Fig. 9. Phosphate Fraction in Cases

 with Different Macroscopic

 Findings of Cavity (3)

- Relationship by the nature of

 lesions surrounding cavity-

Fig. 8. Phosphate Fraction in Cases

 with Different Macroscopic

 Findings of Cavity (2)

- Relationship by the cavity contents

 (Amount of caseous mass)-

3)　 空洞周 囲病巣 の性状:肉 眼的 に空洞周囲病巣の有

無 で2群 別 し,さ らに前者を硬化巣群 と乾酪巣群 に群別

して比較 した結果 はTable7お よびFig.9の ごとく

で ある。酸溶性燐(ASP)で は健常部組織で硬化巣群 に

多 く,DNAで は大差はな く,RNAは 洞周囲組織で無

病巣群 に,ま た健常部組織 では有病巣群 に多い傾 向がみ

られ た。

3.　 その他 の諸 因子 との関係

切 除 までの経過,抗 結核 剤投 与量年令お よび性別 でい

かな る関係を示す かを検 索 した。

1)　 切除 までの経 過:肺 結核症の発病あ るいは発見 よ

り切除 まで の 経 過 をTable9の ご とく,便 宜上4群

(12カ 月以下,13ヵ 月～24カ 月,25～59カ 月お よび60

ヵ月以上)に 分けて比較 した。平均値は同表の ごとくで
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Table 9. The Average Amount of Phosphate Fraction in Cases with

 Different Clinical Background Factors

(mg/100g)

*: Including 1 case without cavity
.

Fig. 10. Phosphate Fraction in Cases with 

Different Clinical Background Factors (1)

- Relationship by the interval 

between onset of disease and resection-

あ るが,と くに12カ 月以下 の比較的短期 間経過群 と60

カ月以上 の長期 間経過 群 とで比較 す る とFig.10の ご

と く,酸 溶性燐(ASP)は 短期 間群で洞壁組織 に多 く,

燐脂 質(LP)は 各部組織 ともに短期間群 に多 く,空 洞内

Fig. 11. Phosphate Fraction in Cases with 

Different Clinical Background Factors (2)

- Relationship by the duration

 of chemotherapy-

部ほ ど少な く,長 期間群は各部組織 間で大差 は な か つ

た。DNAは 洞 周囲お よび健 常部組織 で短期 間群 にやや

多 く,RNAも 健常部組織でやや多 く,そ の他は大差は
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Fig. 12. Phosphate Fraction in Cases with 

Different Clinical Background Factors (3)

- Difference by Age-

Fig. 13. Phosphate Fraction in Cases with 

Different Clinical Background Factors (4)

- Difference by Sex-

Table 10. Comparison of Phosphate Fraction between Pulmonary 

Tuberculosis and Lung Cancer (mg/100g)

Fig. 14. Comparison of Phosphate Fraction 

between Pulmonary Tuberculosis

 and Lung Cancer

ないが,内 部 ほど減少を示 した。

2)　 抗結核剤投与期 間:と くに抗結核剤投与 の長短 の

影響 を検 討すべ く,切除までの延べ投与期 間を4群(0～

12ヵ 月,13～24カ 月,25～36ヵ 月および37カ 月以上)

に分け,各 群の平均測定値はTable9お よびFig.11

の ごと くで,酸 溶性燐(ASP)は 洞 周囲 組 織 で37カ 月

以上の長期群に多 く,燐 脂 質(LP)は0～12カ 月の短期

群では洞 壁でやや少な く,37ヵ 月以上 の長期群 で は 空

洞内部にな るほ ど多い。DNAは37カ 月以上の群は洞

壁 で多 く,そ の他の組織 では これ と逆 の関係を示 した。

3)　 年令お よび性 別:年 令 を4群(29才 以下,30～

39才,40～49才 お よび50才 以上)に 分け,こ れ らと性

別 ごとの平均測定値はTable9の ごと くで,年 令では

Fig.12の ように,酸 溶性燐(ASP)で は洞壁で若年群

で多 く,洞 周囲部では高年群に多い。燐 脂質(LP)は 若

年群で著 明に多 く,DNAお よびRNAは 高年者群 で多

い傾 向を示 した。性別ではFig.13の ごとく酸 溶 性 燐

(ASP)は 健常部組織で女性 群 に多いが,そ のほかでは

男性群 に多い。燐脂質(LP)は 各部組織で著明に女性群
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に多 く,DNAお よびRNAで も同様の傾 向を示 した。

4.　 肺癌組織 との比較

全 く同様に切除肺癌組織について測定 し,結 核肺のそ

れ と比較 した。Table10お よびFig.14は 肺結核症

23例 と肺癌7例 についての測定平均値で,肺 癌組織で各

分画 ともに結核肺 よ り多い。酸溶性燐(ASP)は 両者 と

も病巣 内部 に多 く,燐 脂質(LP)は 病巣内部 ほ ど 少 な

い。DNAお よびRNAは 結核肺では各部組織間で大差

は ないが,肺 癌では病巣部組織 に多 く,明 らかに差異を

示 した。なお実験結核お よび実 験 肺 癌(Brown-Pearce

肺癌)(ウ サギ)に ついて も比較検討 した結果は ほ ぼ 同

様傾 向の所見が得 られたが,後 編6)で述べ る予定であ る。

IV　 総括な らびに考案

病態肺の病理学的,細 菌学的 あるいはX線 学的研究報

告は枚挙 にい とまがないが,肺 の組織学的変化や呼吸機

能障害のほかに,肺 組織の化学的変化 と くにその代謝 機

構の変動が招来 され ることも十分に予想され ることであ

る。肺結核症に関 しては脂質の研究が もつ とも多 く,酸

溶性燐 あるいは核酸な どの報告はそれほ ど多 くはない。

教室では有山9)が 病態肺での化学面を,と くに酵 素学 的

に追求 したが,著 者 もこれに対応 して,切 除結核肺お よ

び癌肺の組織空洞壁(病 巣),洞 周囲(病 巣 周 囲)お よ

び健常部の各組織について,酸 溶性燐,燐 脂質,DNA

お よびRNAの 各燐分画(燐 酸化合物)を 測定 して,そ

の一面 を追 求 しようとした。 とくに著者 は一連 の複雑 な

過程 の所 産 として生 成され る空洞 につ いて,該 部 の組織

と健 常部その他の各部 肺組織 の燐分 画上 に示す態 度を追

求 し,こ の立場 か ら感 染,二 次侵襲 あるいは進展,治 癒

などの諸機作,ま た これに対す る抗結核剤 の影響 などを

検討 した。燐分画 中切 除肺組織 での酸溶性燐 に関す る報

告 はな く,田 坂10)らは実験急性炎症巣 について,好 気的

酸化亢進層で,酸 溶性有機燐の増加が認め られ,福 井11)

は結核家兎肺で病巣が非病変部組織 よ り増量す るとして

い る。 エネル ギー代謝 の主役を演ず るATPを は じめ多

くの低分子燐酸化合物は酸溶性分画中に存在 してい るこ

とが知 られてい る。著者の測定か ら空洞壁,洞 周囲お よ

び健常部 の各部肺組織での これをみ ると,病 変の もつ と

も盛んでかつ変化の多い空洞壁組織で もつ とも多 く,つ

いで洞 周囲お よび健常部組織の順に少な くなつてい るこ

とが知 られ,上 述のエネルギー代謝の点か らも空洞 生成

の一面 を窺知 しえた よ うに思われ る。 さらに空洞の諸情

状 との関係は,ま ず空洞の大 きさでは,空 洞 壁お よび洞

周囲の病巣部組織では小空洞 よ り大空洞例のほ うが多 く,

空洞壁 の酸溶性燐 の多 いことが知 られた。同様に空洞壁

の硬軟両群 で比較す る と非硬化群 に多 く,さ らに周囲病

変 との関係は その少 ない ものの群で空洞壁お よび健 常部

組織で 多い事 実がみ られた。 さらに多房型空洞 と単房型

空洞 とでは,後 者 に著 明に高 い ことが知 られた。 また空

洞 内容 をその乾酪物 質の多寡で比較す ると,少 ない もの

あるいは浄化傾 向の空洞でやや多 い傾 向を示 した。以上

の諸成績 か らみると,明 らか に空洞 の諸性状 と酸溶性燐

との間にはある程度 の密接 な関係 があること が 知 ら れ

る。 また これ らの関係が,全 く結核 と組織学的 にも異な

る肺癌 肺組織 でいかなる態 度を示すかを も追求 した。す

なわ ち肺癌 では結核 よ り各部肺組織 でいずれ も著 明に多

い ことが知 られ,と くに結核肺 と同様 に病巣部で著増 し

両疾病 肺組織 のエネルギー代謝上 の差異 の一面が示唆 さ

れ ている ように思われ る。肺癌組織での盛んな細胞増殖,

換言すれば旺盛 なエネルギー代謝機構を意味す るもの と

考 えられ,組 織形態上 のみ ならず,化 学的(こ とにエネ

ルギー代謝上)に も結核肺 とはなはだ し く異相にあ るこ

とが知 られ る。

次 に燐脂質 ではSinclair12)は 体 内脂質 の利用 に燐 脂

質 の重要性 を強調 してい るが,他 方Zilversmit13)は 燐

脂質 の仲 介説 を否定 してい る。 さ らにEntenman14)ら

は肝は燐脂質の主供給源で,そ の移動に も関与 してい る

と述べてい る。服部15)は肺組織で活発な脂質代謝 があ る

とし,日 笠16)らは胸管内に入つた中性 脂肪は肺に摂取 さ

れて燐脂質化 され るとしてい る。 とくに結核肺の脂 質に

関す る研究は生化学的に も,ま た組織化学 的に も従来 か

ら種 々検討 されて きた ところであ る。Caldwell17)は ウ

シの乾酪巣の燐脂質は総脂質量の12～16%で,周 囲 炎

症組織で24～29%で あつた としてい る。 市吉18)は病巣

の状態で差異があ り,完 全被 包乾酪 巣,被 包乾酪巣,一

部崩壊,乾 酪性 空洞お よび浄化 空洞 の4群 に分 け,健 常

部 と対 比 してい るが,総 脂酸 は完全被包乾酪巣で最高値

を示 すが,崩 壊過程 で急速 に減 少す ると し,燐 脂質は こ

の期 に逆 に増 加す るが,浄 化空洞 では健常部 よ り減少 し

ている と報 告 している。楠元19)も燐脂質分別染色法を行

ない,乾 酪結核巣 中の増加 を認 め,堀 尾20)は実験結核 ウ

サ ギ肺で検 索 し,病 巣部 では燐脂質 の減少を認め,さ ら

に福井11)も乾酪化す ると燐脂質 が減少す ると報告 し,ま

たCladwell17)も 健常部含有量以下に減少 してい るもの

もあると してい る。な お当教室の野 田21)は実験結核 ウサ

ギで エステル型脂肪酸 の測定か ら乾酪物質で最少値を示

し,空 洞壁,洞 周囲および健常部の順で高値であ ること

をみた。著者 の成績では燐脂質は全体的に空洞壁 組織で

もつ とも少 な く,つ いで洞周囲おかび健 常部組織 の順に

多 くなる傾 向が確認 された。 さらに これを まず 空洞 の大

小で比較す ると,各 部組織で小空洞例 よ り大空洞 例に多

く,空 洞壁 の厚 薄では,薄 壁空洞例に厚壁 空洞例 よ り著

明に多 く,ま た壁 の硬度では非硬化例が硬 化例 よ り明 ら

か に多 く,さ らに空洞の周囲病変上では学研分類C型 は

B型 よ り著 明に多 く,か つ周囲病変の多い ものほど多い

ことなどが知 られた。なお空洞形態を多房型 と単 房型 の
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2群 別で比較 する と,後 者 は非 常に多 く,空 洞 内容 の乾

酪 物質の量 の多寡 では,浄 化傾 向の強 い空洞 に多 く,空

洞 の周囲所 見では有病巣例 とくに乾酪巣 より硬化巣 の多

い ものに増量 している ことなど認め られ,当 然 なが ら空

洞 の有す る諸性状 に よつて明らかに異 なる ことが知 られ

た。さ らにその他 との関係 を検討す ると,切 除 まで の短

期例 はその長期例 より,ま た若年者群 は高年者群 よ り,

さ らに女性 肺は男性 肺 より多い傾 向がみ られた。一方肺

癌 では肺結 核症 より各部組織 とも多 く,と くに結核肺組

織 でみ られ た と同様に,か えつ て病巣部 ではその他 の組

織 部 より少ない こと も確認 された。

切 除肺の核酸 に関す る報 告は生化学的 には浜野22)およ

びBrander23)ら,ま た組織化学的 に は 大 根 田24),服

部25),佐 竹23)および市川27)らの報 告があ り,さ らに実験

結 核肺では生化学 的にWeiss28)29)お よび堀尾20)らの報

告 がある。Brander23)は 結核腫でDNA含 有量 が増加 し

てい るとし,浜 野22)は軟 化巣,空 洞 お よび新 しい濃縮空

洞 な どに多 く存在す る傾 向がある としている。 ウサ ギ肺

について も,Weiss28)29)お よび堀尾20)を除 いて生化学的

定量実験はみ られない。Weiss29)は 乾酪巣でDNAお

よびRNAは 減少せず,か えつて増加す ると述 べ て い

る。堀尾20)はDNAお よびRNAは ともに初期 に 増 加

し,そ の後は減少す るとしてい る。 また切 除肺の組織化

学 的検索では大根田24)は,類 上皮細 胞や 巨細胞 の原形 質

にRNAは 約半数例に中等度以上 に認め られ る とし,佐

竹26)は結節の中心 乾酪変性部の周辺層 な らびに空洞壊死

層の壊死部お よび被包乾 酪巣 の軟 化部にみ られ,浸 潤細

胞の核 にDNAが 著明に認め られ るが,こ れ 以外 の乾酪

巣 では一般には きわめて少ない としている。DNAに つ

いてはKornberg30)ら のす ぐれた報告 もあ り,そ の酵

素的合成の面か らも肺組織での諸変化が検 討 され るべ き

で あろ う。RNAは 結節 中心乾酪 変性 部お よび乾酪巣 で

はわずか に,ま た形質細胞な らびに多核白血 球の細 胞質

には豊富に認め られてい る。服部25)は乾酪 変性巣 の退行

変性 した核にはDNAを 含み,RNAは 乾酪巣 には認め

られない としてい る。著者は切 除肺で空洞壁,空 洞 周囲

お よび健常部の各部肺組織の核酸測定値 と空 洞の諸性状

との関係を検討 したが,ま ず空洞の大小か らみ ると,両

核酸 とも各部組織で大空洞例 よ り小空洞例に多 く,ま た

空洞壁 および洞周囲組織では薄壁例 よ り厚壁例に多 く,

また非硬化壁例は硬化壁例 よ り多 く,さ らに多房型空洞

例 は単房型空洞例 よ り著 明に各部組織で多 く,ま た空洞

内容 の小量例 な らびに浄化空洞例ではその多量例 よ り多

い ことが認 められた。 これ を要約すれば,小 空洞 で,壁

が厚 く,非 硬化性 および多房型の空洞例では各部組織で

いずれ も これ らと対応す る性状の空洞例 よ り多い傾向が

知 られた。 これ らの事実は,先 述 の諸家の化学的な らび

に組織 化学所 見また草野31)らの重症 例の喀痰 中にDNA

量 が増加 してい ることなどあわせ考 えれば,組 織 中の核

酸 増加は,肺 結 核症 の組織反応 の 一様 相 と考 え られ る。

つま り特殊性炎 の細胞 の浸潤 が とくに空洞壁 お よび洞 周

囲な どに増 加 している事 実 とも関連 してい るものとも推

察され よう。 また核酸 に対す る抗結核剤 の 影 響 は,青

木32)は組 織化学 的に類 上皮 細胞原形質のRNAの 豊富 な

所 見を治療群に認めてい る。升尾33)はSMお よびINH

投 与群の病巣 では非投与例 と本 質的 に異 ならない が,投

与 群では核酸 を多 く含 んだ細胞 の減 少お よび消失 と平行

して減 少が早期 にみ られ ると している。著者 は抗結核剤

の投与期間の長短で比 較 したが,DNAは 空洞壁 では長

期間投与例では洞 周囲組織 中に,ま た健常部組織では短

期間投与の ものに多い傾向を認めえた。RNAは と くに

差 異がない よ うで,空 洞 の種 々の性状 でも異 なるので,

直 ちに抗結核剤の影響 のみに よる とは断 じがたい。肺結

核 症 と肺癌の差 異は,肺 癌 が著 明な悪性細胞 の増殖 の疾

病であ り,組 織 形態学 的に も根本的 に肺結核症 とは異 な

るが,組 織内燐 分画の うえで も異 な り,肺 癌 の各部組織

では各分画 も結 核 よ り著明に増 加 し,と くに 病 巣 部 の

DNAお よびRNAの 相当な増加がみ られ ,明 らか に肺

結核症 の病巣 は じめ各 肺組織 と肺癌 のそれで は差異 がみ

られた。

V　 結 論

病態肺組織の化学的変化の一面 を窺知すべ く,結 核肺

組織について,そ れ ぞれ 空 洞 壁(病 巣部),洞(病 巣)

周囲部お よび健 常部 の各部肺組織 の燐分 画(酸 溶性燐,

燐 脂質,DNA,RNA)を 測定 し,ま た これ らと空洞 の

有す る諸性状 との関係 も検 討 し,さ らに同様 に肺癌切除

肺組織 について検索比較 して,次 の結論 を得 た。

1.　 結核切除肺の各部肺組 織間で,酸 溶性燐 は空洞壁

>洞 周囲>健 常部の順で,空 洞の内側ほど多量 となるが,

燐 脂質は逆に空洞壁<洞 周囲<健 常部組織 の順 で,空 洞

の内側ほ ど少な く,DNAとRNAは 各組織問 に大差 は

なかつた。

2.　 X線 上の空洞の諸性状 では,酸 溶性燐 は大空洞 お

よび厚壁空洞の洞壁お よび洞 周囲組織では多量 で,燐 脂

質は大空洞 と薄壁 か,非 硬化壁 かあるいは周 囲病 変が学

研C型 でかつ病変の多い空洞 例 に 多 いが,こ れ らとほ

ぼ逆の空洞では大体各部組織でいずれ も少 な か つ た。

DNAは 小空洞 と厚壁 または非硬化壁空洞 で周 囲病 変の

多 いものでやや多 く,RNAは 小空洞 および非硬化壁空

洞で多 く,そ の他では とくに著差はなかつた。

3.　 空洞の肉眼所見 と燐 分画の関係では,酸 溶性燐 は

単房型空洞ない し乾酪物質のないか または浄化空洞 に多

く,燐 脂質は乾酪物質の少ないか浄 化空洞 例でかつ周囲

病巣中 と くに硬 化巣の多房型 に多 く,両 核酸 は浄化空洞

お よび多房型空洞例に多かつた。
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4.　 切除 までの経過では12ヵ 月以 内の 短 期 例ではそ

れ 以上 の長期例 より燐脂質 がやや多 いが,そ の他 の分画

で は と くに差異はな く,抗 結核剤投与期 間の長短 ともほ

と んど無関係 であ り,ま た燐脂質では若年群 および女性

群 は ともに高年群お よび男性群 よ りも各組織で いずれ も

多い傾 向がみ られた。

5.　 切 除肺癌組織 では,各 燐分 画とも各部組織 でいず

れ も結核 よ り多 く,と くに酸溶性燐お よび両核酸は とも

に結核肺 とは逆 に空洞 内部(病 巣 内側)ほ ど著 明に多 く,

肺 結核 と肺癌組織 では明らか に差異 がみ られた。

最後 に御指導御校 閲を賜わつた恩師萩原忠文教授 に深

く感謝す る。生化学面で種 々御教示 を受 けた本学生化学

伊 藤良二教授,伊 藤武雄講 師に,ま た貴重 な材料 の提供

を受けた国立 ガンセ ンター,国 療東京病院,関 東逓信病

院,慶 大外科 ならび に 日大宮本外科 に感謝 し,研 究を と
りもに した教室の関孝慈博士 ならびに呼吸研究班員一 同に'

お礼 申 しあげ る。

本論文 の要 旨は第36～37回 日本結核病学 会 総 会(昭

和36～37年)で 発表 した。
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4.切 除 までの経過では12ヵ 月以 内の 短 期 例ではそ

れ 以上 の長期例 より燐脂質 がやや多 いが,そ の他 の分画

で は と くに差異はな く,抗 結核剤投与期 間の長短 ともほ

と んど無関係 であ り,ま た燐脂質では若年群 および女性

群 は ともに高年群お よび男性群 よ りも各組織で いずれ も

多い傾 向がみ られた。

5.切 除肺癌組織 では,各 燐分 画とも各部組織 でいず

れ も結核 よ り多 く,と くに酸溶性燐お よび両核酸は とも

に結核肺 とは逆 に空洞 内部(病 巣 内側)ほ ど著 明に多 く,

肺 結核 と肺癌組織 では明らか に差異 がみ られた。

最後 に御指導御校 閲を賜わつた恩師萩原忠文教授 に深

く感謝す る。生化学面で種 々御教示 を受 けた本学生化学

伊 藤良二教授,伊 藤武雄講 師に,ま た貴重 な材料 の提供

を受けた国立 ガンセ ンター,国 療東京病院,関 東逓信病

院,慶 大外科 ならび に 日大宮本外科 に感謝 し,研 究を と
りもに した教室の関孝慈博士 ならびに呼吸研究班員一 同に'

お礼 申 しあげ る。'

本論文 の要 旨は第36～37回 日本結核病学 会 総 会(昭

和36～37年)で 発表 した。
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Studies on Patho-physiology of Lung Cavity. 

Investigation on Phosphorus Fraction of Lung 

Tissue in Cavitary Tuberculosis. Part I. Studies 

onreseatedd lung specimens.

The author made biochemical analysis of phospho

rus fractions in tuberculous cavity, its surrounding 

lesions and healthy lung tissue as a part of patho

physiological study of tuberculous cavity in order 

to investigate the process of cavity formation, 

developement and healing. Acid-soluble phospho

rus, phospholipids, DNA and RNA were extracted 

from cavity wall, its surrounding lesions and health

y lung tissue by the modified Schmidt-Thanhau

ser's method, and measurement of each fraction 

was made by theAlien'ss method. Surgicallyreseated

ed lung specimens, 23 in number, were used for 

the study, and similar analysis was made on 7 cases 

of lung cancer as a control. The results obtained 

were the following.

1) In case of tuberculosis, the amount of acid

soluble phosphorus was biggest in cavity wall, next 

in surrounding lesions, and least in healthy lung 

tissue. The amount of phospholipids was, on the 

contrary, least in cavity wall, next in surrounding 

lesions, and biggest in healthy lung tissue. No 

significant difference was found in the amount of 

DNA and RNA among the different parts oreseated

ed lung specimens.

2) Observing by the radiological findings of 

tuberculous cavity, the amount of acid-soluble phos

phorus in cavity wall and surrounding lesions was 

more in larger and thick-walled cavity than in small 

and thin-walled cavity. The amount of phospho

-lipids was more in larger, thin-walled and non

-sclerotic cavity and in cases with marked or mede

-rate and fibrocaseous pericavitary lesions than in

cases with contradictory findings in all parts of 

lung tissue. The amount of DNA was more in, 

small, thick-walled and non-sclerotic cavity and in, 

cases with marked or moderate pericavitary lesions,. 

and the amount of RNA was more in small and 

non-sclerotic cavity.

3) Observing by the macroscopic findings of 

tuberculous cavity, the amount of acid-soluble phos

-phorus was more a) in monolocular cavity than  in 

multilocular cavity, b) in cleansed cavity or cavity 

with few caseous mass than in cavity with more 

caseous mass. The amount of phospholipids was  more 

in cleansed cavity and cavity with few caseous mass, 

in multilocular cavity with fibrous pericavitary 

lesion, and the amount of DNA and RNA was more 

in cleansed cavity and multilocular cavity.

4) The amount of phospholipids was more in 

cases operated within 12 months after the onset of 

the disease, but regarding other fractions, no signifi

cant difference was found by the intervalbetween the

the onset of disease and pulmonary resection and 

by the duration of chemotherapy. The amount of 

phospholipids tended to be more in younger age 

groups and female than in older age group and 

male, and the fact suggests the difference in phos

pholipids by age and sex.

5) The amount of phosphorus fractions of cancer

lung was more than that of tuberculosis lung in all 

parts of lung tissue. In case of tuberculosis, no, 

significant differenc was found in the amount of 

DNA and RNA among different parts of lung, but. 

in cases of lung cancer, the amount of DNA and 

RNA was more in cancer lesion than in the other 

parts of lung. The fact shows that the  difference in

 energy metabolism exists between  tuberculosis. 

and canoer.


